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遠軽ロータリークラブ

会長報告 高井 一博 会長
今日、日中行われました親睦マージャンに参加

されました皆様は大変お疲れ様でした。
親睦麻雀も最近では常套句となっておりま

す、“3年ぶり”の開催となりました。
開催にあたり、親睦委員会の皆様には準備にご

苦労をおかけしました。後程表彰式もあるという
事でよろしくお願いいたします。

コロナ感染者の数が最近は幸いなことにかなり
減ってきております。マスク着用の判断も話題と
なってきております。混雑時等における周囲の状
況を自ら考え、着脱については慎重な判断が必要
と思います。感染が収束してはいない中、マスク
着用が感染予防の一つであることに変わりはあり
ません。国の政策から個人の考えに委ねられてい
く、とても重大な時期にあたると考えます。状況
判断しながら上手に乗り越えていきましょう。

今夜は夜間例会です。皆さん懇親を深めてまい
りましょう。

幹事報告 乾 淳 幹事
１．理事会報告：３月例会プログラム

2日 社会奉仕委員会担当例会
9日 職場訪問例会：遠軽町芸術文化交流

プラザ（メトロプラザ）16日 夜間例会
23日 ゲスト卓話：遠軽神社宮司 照井幸央様
30日 出席委員会：西会員による会員卓話
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第３０６１回例会記録

★開 会 点 鐘：高井 一博 会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ ：手に手つないで
★四つのテスト：－

日時：2023年 ２月１６日㈭18:00～
会場：ホテルサンシャイン２Ｆ
司会：石井 朋子 ＳＡＡ

3月
9日㈭
12:30～

委員会報告
◇大西 孝拡 親睦活動委員会委員

今年度の日本ハムファイターズツアーのご案内
文書を配布しております。今回はエスコンフィー
ルド北広島で初めての今季開幕ということで、参
加の意向調査にご協力をお願いします。

本日のプログラム
懇親会・麻雀大会表彰式
親睦活動委員会 佐藤 和徳 委員長の司会・進

行で、まず“乾杯”は準優勝の渡辺政俊会員。
3年ぶりに開催された麻雀大会、12名・3卓で

熱戦が繰り広げられました（写真）。
“成績発表”では優勝から参加賞まで全員に、ま

た、大会中手伝って頂いた植村会員に“平和賞”
が、それぞれ贈られました。優勝者他のインタビ
ューも行われ、楽しい一時は二次会へ、と。

職 場 訪 問 例 会

委員会担当例会
社会奉仕委員会

前列左より吉川君、本間君、益井君、高井会長、金谷君、上田君。
後列左より佐藤和徳君、福家君、渡辺政俊君、西君、長嶋君、前島君。

遠軽町芸術文化交流プラザ
２階 多目的室4・5
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2月 9日 41 39 29 3 82.1%
2月16日 41 39 29 74.4%

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告

【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南1丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)

遠軽ロータリークラブ www.engaru-rc.com
会長：高井一博 副会長：藤田礼三
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前島英樹 山田荘一

本日のプログラム
遠軽インターアクトクラブの活動状況

青少年奉仕委員会 前島 英樹 委員長②

遠軽高校ボランティア部として、顧問：粟津佐
和子教諭、斎藤強教諭他1名の3名で部員数は1、2
年生13名で活動しています。

令和4年度活動状況は、例年の主な活動である養
施設、児童施設、老人ホームへの訪問ができない
状況の中、屋外の活動など、できることで活動し
ている。ローターリーからの活動資金の主な使い
道は老人ホームへの季節を感じて頂く季節の飾りの
製作寄贈として使わせて頂いている。

その他、赤い羽根共同募金、防犯啓発ポスター
制作及び配布、高文連大会への参加、メトロプラ
ザイベント運営ボランティア、湧別原野クロスカ
ントリー大会の補助（予定）活動です。

新年度に向けて、コロナの状況も見ながら普段
の活動を再開していきたい。11月9日10日、高文連

厚生労働省は、麻薬成分が少なく、建材や衣料
品などに幅広く活用できる産業用大麻（ヘンプ）
栽培の規制を緩和する方針を固めたことから、道
内で大規模栽培が実現すれば大きな経済効果が見
込めると期待されている。図表は、北海道でのヘ
ンプ栽培がもたらす経済効果の試算です。

出席委員長

ニコニコＢＯＸ 佐藤 和徳 親睦活動委員長
前島英樹君 無断欠席 2,000円

2022-23年度 合計428,000円
☆閉会点鐘：高井一博会長☆今号会報担当：棚橋 忠委員
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全道大会のホスト校として実施予定で、12の分科
会を開催します。

長期的な要望としては、海外研修の要望希望が
生徒からあるので、語学研修だけでなく、ボラン
ティア研修のようなものができないか？

遠軽ロータリークラブとして、今年度ここ数年
コロナ禍により事業が実施できていない状況であ
ることから、生徒のデザインによるロータリーク
ラブのロゴが入ったインターアクトクラブのジャ
ンパーを製作し寄贈します。メトロプラザのイベ
ント運営ボランティア時のスタッフジャンパーと
しても使用して頂く。

ロータリークラブの認知度を上げるだけではな
く、イベントなどで高校生のボランティアだと一
目でわかり、一般の方やインタアクトクラブメン
バーにもロータリークラブを知っていただくもの
になると同時に、ロータリークラブが遠軽高校ボ
ランティア部を支援していることを知っていただ
ける。
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